
－27－ 

〈講演１〉 

日本の教育の課題と展望―大学に求められるもの― 

 

法政大学教職課程センター長 尾木 直樹 
 

 
 こんにちは。「尾木ママです」といつも始め

るんだけれども、今日はそうはいかないので、

尾木直樹です。センター長を仰せつかってい

ます。よろしくお願いします。 
 もう 8 年もお世話になってきましたから、

人情に厚い尾木直樹ですので、センター長を

引き受けて、とにかく法政だけでなく全国の

私立大学の教職課程のパワーアップにつなが

ればいいなと思って、頑張ろうと思います。 
 法政大学の建学の精神は、「自由と進歩」で

す。自由もないところに進歩は一切ないとい

うことですね。そういう意味では、教師に自

由がなかったら、学校に実践の自由がなかっ

たら何の進歩も起きないと思っています。 
 そういう「自由と進歩」を掲げた法政の教

職課程で学んでくださって、全国に教員とな

って散っている方がたくさんいます。僕も全

国からお声がかかりますと、「法政の出身で

す」とか、大学の学長なんかもあいさつに来

てくださいます。そうするとすごく嬉しいの

ですが、そういう方々が首都圏だけでも 1,000
人ぐらいおられます。それも総結集して、悪

い意味で固まらないで、パワーになっていき

たい。 
 もちろん今、現場の大学生の教職課程で履

修、実践など、いろいろな領域を今まで以上

に充実させていく。それから、法政は多摩と

小金井と市ケ谷とキャンパスが 3 つに分かれ

ています。そこの力も統合して、うまくいけ

ばいいなというふうに思っています。 
 今日は時間が 50 分しかなくて、その中で

僕に与えられたテーマは「日本の教育の課題

と展望―大学に求められるもの―」と、もの

すごく大きいのですね。これ、どうしようと

思ったのですが、ほとんど無理ですね。僕、

無理なときはどうするかというと、諦めるん

ですよ（笑）。そうしないと、命がもたないも

のですから。 
 本当は今日、大学の教職課程センター長と

して話さなければいけないから、ちゃんとレ

ジュメを作って、1 枚ぐらいは渡しますと言

っていました。そうしたら、大津のいじめ問

題で忙殺されてしまって、それで何とか、前

日か一昨日あたりに作ろうかなと思っていた

ら、今度は第三者委員会の委員をやってくれ

という話が漏れてしまったんですね。そうし

たら、またマスコミに殺到されてしまって、

昨日は 2 分刻みでコメントを出したぐらいで

す。こんなに激務というのは、生まれて初め

てです。起きてからずっとしゃべり続けてい

るという感じで、本当に準備ができなかった

のですが、生のことを伝えていこうと思いま

す。 
 
（１）大津のいじめ事件から見えてく

るもの 

 
 まず、今回の大津のこの事件の問題ですが、

大きな特徴があります。 
 いじめで不幸な事件というのは、戦後、何

十件も起きているんですね。10 年間で約 20
件ぐらい起きた期間もありますから、大変な、

深刻な事態です。さらに今回は大きな特徴が

あるんですよ。 
 一つは、いじめの様態のあまりのひどさ、

残忍さです。これは本当にひどいです。 
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 1986 年、鹿川君事件という、中野の中学 2
年生の男子生徒が葬式ごっこが引き金になり、

「このままじゃ『生きジゴク』になっちゃう

よ」という遺言を残して自殺をするという事

件がありました。 
 そのときからいろいろな対策が進められて

きたのですが、いじめの形の中でも一番深刻

なのは何かというと、今回は、いじめ自殺練

習。自殺の練習をやらせた。これは証人も出

てきて、実際にどういう形でやっていたのか

が明らかになりましたよね。それから最もや

ってはいけない、葬式ごっこです。 
 葬式ごっこがどうして致命的な影響を与え

るかというのは、皆さん、わかりますか。自

分はいないという前提での遊びなんです。い

ないんです。そういう遊びをされるわけです。

そこでの自分の居場所のなさ、寂しさ、しか

も、何回も自殺の練習までさせられているわ

けです。このひどさです。 
 それから、2 つ目は何かというと、学校と

教育委員会の隠蔽体質という問題です。これ

までも基本的に、だいたい学校というのは隠

蔽してきました。教育委員会も隠蔽するのが

特徴なんですね。大津の場合、事実を隠蔽す

るということも、たくさんやりましたよね。

それから、もう一つ新しい隠蔽も始まってい

ます。それは何かというと、出てきたことを

追及していかない。真実を明らかにしようと

しない隠蔽です。だから、せっかく女子中学

生から出てきた証言なども聞いていない。聞

きもしない。都合の悪いところは全部確認を

とっていかないなど、そういう新たな隠蔽が

出てきたのは、非常に深刻な事態だと思いま

す。 
 それから、3 つ目の問題は、加害者側の問

題です。これは個人攻撃になるといけないの

であまり言いたくはないのですが、裁判にな

った今も、加害者側の親御さんは自分の子ど

もは遊びでしていた、あれはいじめじゃなく

遊びだというふうにおっしゃっていましたよ

ね。そこも争点になる予定です。これも今ま

でになかったなと思います。 
 決して加害者のご家庭を攻撃するわけでは

ないのですが、そうなってしまった背景はい

ったい何だろう。家庭教育とか、そういう親

御さんの価値観を作ったものというのは、皆

さんと大して変わらないはずなのに、いった

いどうしちゃったのかなと思います。 
 それから、警察の問題とかもいろいろあり

ますが、本当に今回は深刻で、ここの問題を

読み解いていくだけで、実は今日のテーマを

そのまま語れてしまうほど、教育問題をすべ

て含んでいます。 
 事件が起きた学校の先生は 50 人いるわけ

ですが、全然真実を語ってくれないし、こち

らが呼びかけても、匿名性があるインターネ

ットを通しても何もお答えにならないという

状況ですね。これはどうしたのだろう。この

言論封鎖というか、箝口令か何かわかりませ

んけれども、すさまじい状況だと思います。 
 僕のブログは、この 12 日間ぐらいで、350
万件ぐらいアクセスがありました。僕は先生

方とかいろいろな方にも呼びかける書き込み

をしています。「先生方、一緒に考えましょう」

というのに、返ってきたのは、たった 2 人で

すよ。 
 これだけ大量に、国民的に悩んでいるのに、

学校の先生は語らない。語れないのか、語っ

たらまずいところに置かれているのか。だか

ら、この状況がやはり日本の教師教育だとか、

そういうことを語る前の最も深刻な事態をあ

らわしていると思います。 
 日本の教師が本当に子どもたちの心がわか

って、子どもたちの幸せを願っていたら、こ

んなことにはならないはずなんですよ。我が

国の経済的な活力やいろいろなことも含めて、

こんなに沈滞するわけがないのですが、日本

の“病巣”になっているのは教育のところだ

と思います。教育がすべての足を引っ張って

いると思います。 
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 教育を取り巻いている情勢で、国際的に大

きな変化は人材育成の国際化です。国境なき

人材育成が進んできている。それに日本が完

全に足をすくわれています。そういう状況に

なっているから、例えば東京大学の秋入学の

提起などもその一環としてあるわけですが。 
 

（２）「人間教師」を目指すこと 

 
 僕はわからないことは何でも子どもに聞い

てみるというのが、昔からのスタイルです。 
 水曜日に教職入門という授業を持っていま

す。300 人ぐらい受けているんですけれども、

今度この講義があるから、学生に、教師教育

にとって重要なことは何ですか、どんなこと

をやってほしいか書いてみなさいというのを、

質問項目で一つ起こしたんですね。そうした

ら書いてきてくれたんですけれども、面白い

ですよ。しっかりしているんです。 
 今年の大学 1 年生の特徴、これは法政大学

だけではありませんけれども、ものすごく真

剣で、レベルが高くなりました。2 段ぐらい

ステップアップした感じです。僕のゼミの学

生、3 年生、4 年生も素敵なのよ（笑）。素敵

なんだけれども、それよりもさらに 2 段、3
段すごいんです。何が書いてあると思いま

す？ どこがすごいかというと、生きるとい

うこと、それから、人との関係性において、

ものすごく誠実で真剣なんです。これが大き

な特徴です。 
 2011 年 3 月 11 日の東日本大震災以降、学

生の生き方が急激に変わってきました。日本

全体もそうですけれども、すさまじく変わり

ました。300 枚ぐらいある試験の解答用紙、

すべてお見せしたいぐらいです。これまで 20
年ぐらい大学の教育に携わっていますけれど

も、最高にきれいに丁寧にしっかり書いてい

ます。どれもすごい。面白いんですよ。 
 僕の授業の試験は、裏表解答用紙があるも

のですから、汚い字で書かれると読むのが大

変だからと思って、そういう意味で、一番最

初のところにこういう注文を書いたんです。

「以下の各設問にわかりやすく、読みやすい

文字で解答せよ」。そうしたら、皆応えてくれ

て、一文字一文字がものすごくきれいなんで

す。お習字のようにきれいに書いてくれてい

る。 
 だから、こちらから呼びかければ、今の若

い人というのは伝わるんです。それを、「今の

子は駄目だから」と言っていると、いつまで

たっても駄目。 
 そしてその中身は、どれを読んでも、ここ

へ持ってきたいものばかりなんです。そのう

ち、今日は 2 つを持ってきました。どんな教

育をやってほしいのかというので、読んでみ

ます。こんなふうに書いてあります。 
 「今の教師に圧倒的に足りないものは、生

徒の気持ちをわかろうとする姿勢だと思いま

す。生徒が発しているさまざまなサインを読

み取る技術や知識が圧倒的に欠如していると

思います。私はそれは実践の中で学ぶべきこ

とだと思うので、教育実習の期間をもっと長

くするべきだと思います。そうすることによ

って、熟練した状態で教師になることができ

るのではないかと考えます。生徒と教師の信

頼関係を築くことは、授業のうまい下手より

も大事なことのように思います。学校の教師

だからできること、そこのことに注目して、

これからの教師教育をやっていってほしいと

思います」。 
 こういうふうに言う。つまり、人間教師を

目指したいということなんですね。教師の人

間力をアップしていくべきである。それを求

めているのが、全体としての大きな特徴でし

た。 
 そのことを、次の子なんかは、はっきりと

言葉で言っています。 
 「私は教師教育については、教師の人間性

を養うことが一番大事であると考える。私は

社会科の教師を志望しているが、目指してい
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るのはコミュニケーションのある授業だ。社

会の授業は先生が淡々と説明して終わりとい

うことがよくあるが、私は生徒と相互にコミ

ュニケーションをとりながら授業を進めてい

けたらと思う。なるべく質問や発問などをし

やすい環境を作り、生徒たちのリアクション

を大切にしていきたい。授業の雰囲気を作る

のも先生の技量の一つだし、それは人間性が

大きくかかわっていくと思うので、大学では

知識だけではなく、豊かな心を身に付けられ

るよう努力していきたい」。 
 やはり、人間教師。全然新しいことではな

いのですが、人間教師を目指していきたい。

心のある人間力豊かな人たちがやはり必要で

はないか。そういうふうになっていきたいと

いうことを言っています。 
 このように、技術だけではなく、心の豊か

な教師を目指したい。つまり、人間教師を目

指していきたいということを強く言っている

子が非常に心に残りました。 
 
（３）日本の教育の国際的遅れ 

 
 今、学校の抱えている問題で一番大きいも

のは何かと言いますと、日本の子どもたちが

幸福感を持てないということです。幸せな感

覚を持てないということですね。これはご承

知の方もおられると思いますが、2007 年 2
月にユニセフが発表した子どもの幸福度とい

う調査があります。OECD25 カ国が参加して

やった幸福度調査、「自分は孤独だ」と感じる

かの調査です。その中で、孤独だと感じると

いう子は、国際的な平均でいうと、だいたい

5～10％、1 桁台なんです。 
 一番低い国はオランダで 2.9％。我が国は

どうなんだというと、ダントツの 1 位なんで

す。29.8％、約 3 割近くの子が孤独だという

心情に陥っているわけです。15 歳の段階です。

2 位の国がアイスランドで 10.3％です。だか

ら、2 位の 3 倍、一番幸せ度が高そうなオラ

ンダの 10 倍日本の子どもたちは不幸だとい

うことなんですね。 
 国際調査のそれだけではなくて、これは国

内で文科省がとった、うつ病と躁うつ病の調

査でも明らかになりました。 
 北海道大学の傳田先生という医学部の教授

ですが、6 人ぐらいのチームを作って、小学

校 8 校、中学校 2 校に全員問診に入るわけで

す。問診に入った結果、中学 1 年生までのデ

ータが文科省からも発表されましたけれども、

うつ病と躁うつ病の有病率という数字が、な

んと 10.7％です。10 人に 1 人が心の病気な

んです。 
 このことは国連から 10 年も前に指摘され

ていました。日本の今の教育体制をそのまま

貫いていったら、子どもたちが精神的な疾患

になっちゃうよ、そういう厳しい言葉で日本

の教育、システムそのものを批判しています。

それに対しても文科省は何のリアクションも

していかないという状況が、ずっと 10 年以

上続いていたんですね。 
 だいたいどの調査をやっても、15歳で30％
ぐらいの子が心を病んでいるというデータが、

厚生労働省からも県調査で出てきます。まだ、

本数は少なくて 3 本くらいしかないんですけ

れども、深刻な事態です。 
 それ以後、国際社会のほうが日本の子ども

たちを心配してくれて、日本の問題が国連の

中でも集中して討議されている。毎年という

と言い過ぎですけれども、毎年のように日本

に対して、教員の評価に問題があるのではと

か、予算の配当が教育に少なすぎるのではな

いかとか、いろいろな勧告や文書が日本向け

に出されています。なかなか浸透していかな

いんですけれども、そういう意味では日本の

教育は今、世界で最下位クラスだと思ってく

ださい。 
 それを形成してしまっている要因の一つは、

ものすごく人材育成のグローバル化が進んで

いるのに、日本が島国でその影響を感じてい
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ないということです。遅れてしまっているん

ですね。 
 そして、相変わらず一斉主義で、競争主義

で、数値目標を掲げて競争原理に従ってやっ

ています。全国学力テストをやったり、いじ

めの数を 5 年間で半分に減らすという数値目

標を掲げて、実際は 50 件もあるのに 0 件と

報告したりとか、末端の全国 3 万の小中高校

から文科省も含めて、うそばっかり発表して、

そして、「よくやった」と言っているわけです

ね。こんなシステムができてしまっているん

です。本当に異様だと思います。 
 いじめの件数だって本当にでたらめなんで

すよ。現場の先生に聞いてみますと、50 件あ

ったのが 0 件とか 1 件と報告するのが常識に

なっています。それが集約されてきたのが文

科省の発表する 14 万何件という数字です。

本当に大変なことになっているなと思います

ね。 
 今の日本の教育の一番の問題点で言います

と、人材育成が国境を越えてグローバル化し

ているのについていけていないということで

す。それは競争を促すという意味ではなくて、

キーポイントは、僕もいくつかの国に視察に

入りましたが、インドも含め韓国や中国など

のアジア諸国でも、2005 年、2006 年あたり

に教育改革が終わっているんですね。その中

核は何かといったら、民主主義的な子どもを

どう育てるか、探求型の学力形成をどうする

かというところに焦点が絞られているんです

よ。 
 お隣の韓国なんかも、あれだけ受験が過熱

している、日本以上だと皆さん思っておられ

るかもしれませんけれども、高校入試は法律

で禁止されているし、私立小学校の入試もや

ってはいけないんです。なぜかというと、入

試をやってしまうと、塾に行くことのできる

お金持ちだけが勝つからです。塾の経営も夜

10 時以降は禁止です。 
 でも、これは建前で、実際はもっとやって

いる人もいっぱいいるようだけれども、教育

の公平化をスローガンにしています。貧富の

差で教育に差が出てはいけない。やる気と能

力ある人はどこまでも伸びる、そういう教育

体制をとろうというので、韓国では今すごい

教育熱が盛んで、留学なんかもすごくしてい

ますよね。でも、お金持ちでなければ留学で

きないのではなくて、国内に英語村という施

設をつくって、お金がなくても留学と似たよ

うな経験ができるようにするなどして姿勢を

示しています。 
 それから、驚いたことに、中国なんかは本

当にすごいんです。僕は中国はきっとごまか

しているんだろうと思って、その裏を暴こう

とも思って上海に行ったんですが、とんでも

なかったです。 
 総合的な学習、探求型の学習をものすごく

充実させて、それぞれの現場の学校が自由裁

量でカリキュラムを組めるようになっている

し、何よりも教員をものすごく大事にしてい

るんですね。例えば教員の週当たりの持ちコ

マは、上海でいえば最多が 14 コマです。日

本の教師は何コマ持っているのかな。卒業生

は 29 コマ持たされているんですよ。僕が取

材させてもらった先生は週 8 コマでした。そ

のかわり、勉強のできない子を残して、夜の

10 時まで面倒を見ます。わかるまで徹底して

見ます。 
 韓国もそうだけれども、例えばパソコンで

授業を、30 人でやりますよね。開けている画

面が全員違うんですよ。自己決定、自主自立

というスローガンをあちこちに掲げていて、

自分で決めなさいということがうんと強調さ

れています。だから、練習問題も自分で決め

ます。自分でどこをやるのか。やっているの

は、例えば掛け算なんかですが、問題は好き

なものを選んで各々パソコンでやるわけです

ね。 
 すべてのところでどうやって自主的に、自

己決定の力を育てていくかというのは、韓国
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にしても中国にしても、すごく重視されたシ

ステムになっているんです。 
 やはり教員の数も多いんですよ。僕は教育

委員会の方に質問しました。「お金がすごくか

かるんじゃないですか」と言ったら、「今、政

府は教育改革に糸目をつけないでお金を投入

しています」と言うんですね。今、第 3 次教

育改革だったか、10 年計画で 2010 年から

2020 年に向けて総力を挙げています。総合学

習の中の学力形成です。問題を解決する能力

ですね。 
 日本はかなり厳しいなと。日本でやってい

るのは、必ず数値目標を掲げて、そしてそれ

がどこまで達成できたのか、順位を全部発表

し、学校の先生方や学校ごとに競わせていく

という形になってしまっていますよね。 
 
（４）欠けている教師の協同性と自由 

 
 こういう点で言うと、やはり先生が人間教

師として豊かに育っていって、子どもたちと

遊んだり何かできていくということ、子ども

の心を理解したり、「あ、これはプロレスごっ

こじゃなくていじめだな」など見抜いていけ

るのは、普段の接触がものすごく重要だと思

うんです。 
 今の日本の教師に欠けているのは何かとい

うと、大津のこともそうですけれども、一つ

は協同性というのがほとんどないということ

です。特に中学校というのは協同性を抜きに

教育実践はできないんです。 
 小学校は担任の先生がしっかりしていれば、

全教科見ているし、給食もそれぞれ見ている

から何とかできるんです。 
 中学校は教科ですから、例えば体育の男の

先生なんかだと、自分のクラスの男子 20 人

ぐらいしか面倒を見ることができないからわ

からないんです。いろいろな先生の知恵や情

報を集めてこないと、いい学級も作れないし、

学年も作れない。だから協同性というのは、

中学校や高校では命のように大事なんです。 
 例えば、今回の大津のいじめ事件の学校が

保護者説明会をおやりになりましたよね。学

校の説明が 30 分ぐらいあって、それから次

に質疑応答に入ろうとしたときに、保護者か

ら「黙とうしないんですか」という声が出て

きたでしょう。見てくださいよ。黙とうしな

いで保護者説明会やるケースなんてあります

か。非常識もはなはだしいんですよ。 
 僕も教務主任を長くやっていましたのでわ

かるのですけれども、こういった説明会の段

取りの原案は必ず職員会議とか朝の打ち合わ

せで紙が配られているはずなんです。 
 そこでペーパーが配られて、最初に「黙と

う」と書いてあって順番にやっていくのであ

れば、皆で合意するわけですよね。50 人いた

ら誰かが気が付くんですよ。「黙とう」って書

かなかったんですかと。そうやって確認して

いくのに、漏れてそのまま行ってしまうわけ

ですよね。僕の感覚では、あれはあり得ない

です。 
 だから、協同性、皆で力を合わせて成功さ

せて、一つひとつ行事をくぐり抜けていくん

だということができていないというのが、わ

かりますよね。 
 そういう協同性が弱い中で仕事をする先生

方はものすごくきついんですよ。だから声を

上げられませんけれども、心で泣いている方

は何人もいると思うんです。 
 ですから、第三者委員会の委員になったら、

その先生方を勇気づけてあげる、気持ちを聞

き取ってあげる、元気を出してもらうという

ことも大事だなと実は思っています。 
 協同性が全然なければもうお話にならない

ということです。そこへ、くさびを打ち込ん

でいくような、例えば教員評価制度、学校評

価制度だとか、学校選択の自由だとか、こう

いうのにつながっていったときには完全に学

校が機能不全になっていくんです。 
 それからもう一つは、余裕がない、ゆとり
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がないということ。どこの学校へ行っても先

生方はゆとりがなくて、忙しい忙しいと言わ

れるでしょう。本当に余裕がありません。や

っぱりゆとりを早く回復しなければいけませ

ん。 
 それから、この間、大津のいじめの記者会

見を見ていてものすごく違和感を持ったんで

すね。何かというと、クールビズのまま校長

も教育長も出てくるんですよ。今日はクール

ビズでもいいと思っているんですけど、あの

場面では厳粛に、やっぱりスーツを着てネク

タイを締めるべきですよね。それが社会的な

常識ですよ。でも、何回記者会見やってもク

ールビズで出てくるんですね。それは閉じた

世界でのモラルなんです。クールビズでいき

ますよと市が決めたから、クールビズでやっ

てしまうわけですね。 
 でも違うんです。国全体、国民全体に向け

てカメラを通しながらちゃんとメッセージを

出そうとしている、説明しようとしていると

きにクールビズはないと思いますね。命がな

くなっているという問題ですからね。 
 やはり市民生活をしっかり保障するという

こと、文化的な生活を保障するということも、

ものすごく大事です。お芝居や映画を見に行

ったり、サッカーを見に行ったり、先生方も

そういうことでいっぱい動かなかったら駄目

ですよ。人間教師として育っていかないと思

います。 
 それから、何よりも、実践の自由があると

いうこと。実践に自由がなかったら教師は窒

息死するだけです。上から下りてくるものを

そのまま一言一句たがわず伝えていくという

のは、これは本当に民主主義の自由主義圏の

日本とは思えないやり方だと思います。 
 
（５）教育にもっと予算を振り分ける

こと 

 
 こういう中で、では、どういうふうにして

いけばいいのかということですが、具体的に

方法論で言いますと、一番大事なのは、これ

は学校の先生方の努力目標ではないんですけ

れども、やはり教育予算をもっと投入すると

いうこと。教育にお金を使うということです。 
 2010 年 9 月に OECD が日本向けサマリー

のタイトルに「教育は未来への投資である」

と書いたんですね。はっきり言って、失礼な

タイトルだと思うんですよ。「教育は未来への

投資である」、そんなこと当たり前なんです。

でも、我が国では教育政策で全然それに気が

付いていないから、わざとそんなタイトルを

つけてくれているんですね。そして、大学の

授業料も無償にしたほうが、実はかけたお金

に対して 3 倍ぐらい元へ戻ってきますよと計

算までして、ちゃんと数字を出してくれてい

ます。 
 これも僕は盛んに言っているのですけれど

も、大学教育に授業料がかかるような国は結

構あるんですけれども、それを無償化すると

宣言をしていない国は、日本と、東アフリカ

にあるマダガスカルのたった 2 カ国なんです

よ。 
 つまり、教育というのは、皆が私費で負担

して自己責任で買うものではない、国家にと

ってのライフラインだという位置づけが

OECD 諸国を含めて、世界の共通認識なんで

す。教育に個人のお金はかけるものではない、

かけるのは国であって、そうしなければ、今、

世界の人々は生きていけないんだという認識

です。 
 「知識基盤社会」というのは文科省もよく

引用しますよね。あれは OECD の基本的な国

際情勢の分析の第一の視点ですが、知識が基

盤になって動く社会なんです。そのときに、

お金持ちは知識を買えるけれども、能力もあ

るし意欲もあるのに、貧乏人は買えない。そ

んなことをしたら、一番もったいない。どん

な方も意欲と能力があればどんどん伸びてい

ける、そういう教育体制をとっていかなけれ
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ばいけないのに、日本はとれていないから、

就学前の私費負担率から高等教育の大学の私

費負担率も世界 3 番目なんですよ。平均値の

2 倍以上なんです。大学なんかは、我が国は

64.7％私費負担ですね。だけれども、国際社

会の平均は 30％なんです。就学前も同じです。

もう教育はお金で買うものになってしまって

いる。これは非常にまずいですよね。 
 教員の数だけ増やして、中国みたいにして

やっていけば一気に変わります。先生の持ち

コマ負担が 29 コマじゃなくて 10 コマでよけ

れば全く変わるでしょう。いじめだってすぐ

に見えますよ。一緒に子どもと遊べるし、教

材もプリントも手づくりでやれる。中国なん

かは予習プリントも復習プリントも、わら半

紙で刷った全部先生方の手づくりです。全部

手づくりで授業を作っていくわけです。 
 だから、まず、やはり教育を大事にしよう

というところの合意形成というのがどうして

も大事だと思うんです。そのことを国民に信

を問えば、おそらく多くの方がもっとお金を

使ってもいいよと言うと思うんです。消費税

上げていいよと思っていない人だって、「教育

のことにもっと使え」と言えば、カンパした

いという人はいっぱいいると思いますよ。尖

閣諸島買い取りも 14 億も集まったみたいで

すけれども、教育も集められないかと思いま

せん？ 「尾木ママ基金、100 億集まりまし

た」とか（笑）。 
 教育のところにはお金がかかるわけです。

そして、見返りというか、費用対効果がきっ

ちりと出てこないのが教育の特徴なんです。

それを求めてしまったのは、2000 年代でしょ

う。それで、例えばセンター試験の受験率を

何割にするとか、六大学に何人合格させると

か、それから、英検 2 級以上を 20％以上とか、

全部数値目標でしょう。そして、それを 3 月

に発表して、学校選択の自由の下で、さあ、

私の学校こうですよ、お母さん方選んでくだ

さいとなるわけでしょう。そこでいじめが 50

件ありましたなんて、そういう項目はありま

せんけれども、入ってきたら選ぶ人がいなく

なるわけですよ。だから全部見えなくなって

いって、真実はうずもれてしまう。先生方だ

けが苦労している。 
 本当は親は申立てるのではなくて、先生と

親御さんや地域の方は協同生産者なんです。

一緒になって○○中学校の教育をよくするし、

子どもたちの学力や、いじめもなくしていく

というのは皆でやらなければいけない。それ

が分断されてしまっている。そういう中での

先生の今のつらさというのがものすごく大き

いと思います。先生のつらさは、また皆から

さらされているというか、バッシングされて

いるみたいなところです。僕もときどき批判

しますけれども、それは善意で言ってるのよ

（笑）。 
 
（６）評価制度を変える 

 
 それから、学校評価や教員評価は今、2007
年以降、全国に貫かれているのですね。やっ

ていないところも片手で数えられるぐらいあ

るんだけれども、言った途端に文科省から攻

撃されるからか、いっさい出てきません。 
 人間教育のいい雰囲気だなと思うと、そこ

は、ちゃんとやっていないんです。不思議で

すよ、これ。「先生、これ、内緒にしてくださ

い」とかね。試行中を何年も続けるの。知恵

者だなと思いません？「本県は今、試行 6 年

目です」とか言って（笑）。試行というのはや

っていないということなんです。 
 そうすると、すごく雰囲気がいいんです。

県の教頭会の大会に行っても、ものすごい生

き生きしているんです。教頭さんなのに目が

輝いているわけです。だいたい副校長とか校

長さんって目に元気がないでしょう（笑）。こ

こへ来られるような人は違いますからね。で

も、それが生き生きしているから、何だこの

県はと思ったら、そういうことなんです。 
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 だから、教頭先生も楽なんです。皆、職員

室で仲間なんですよ。評価制度が入っている

と、教頭先生は先生たちを全部評価しなけれ

ばいけないんです。一次評価で教頭、その次

は校長、それから教育委員会ですね。 
 そういう点でいうと、まず評価制度をすっ

かり変えるということです。いじめが 50 件

起きたからまずいのではなくて、50 件も見つ

けて、そして、そのうちの 45 件を解決した。

あと 5 件も親と一緒になって解決できそうに

なっている、そこを問わなければいけないん

です。 
 海外の評価制度は、成長してよくなってい

く発達保障の観点から評価しているんです。

日本は違うんです。行政管理の視点から評価

をしているんです。だから苦しいわけです。

校長先生もきついし、先生方もきつくなる。

そして、教育委員会だけがのさばるという形

になるわけです。 
 だって、教育委員会を評価する人がいない

んです。教育委員会が、評価する人だけにな

ってのさばっちゃったんでしょう。教育委員

会の人、悪い人はいない、皆いい人なんだろ

うと思うんだけど、でもいい人だなと思う人

に会ったことがない（笑）。皆いい子で、教育

に燃えていたんですよ。僕の卒業生と同じで

す。それが何かおかしくなっちゃうんですね。 
 どうしておかしくなっちゃうか、大津の第

三者委員になったら、そこも分析してみたい

なと思ってます。嫌でしょうね、たぶん僕が

行ったら本当に。ますますごまかせないです

よ。だって 22 年間、中学、高校の教員やっ

ていたでしょう。玄関入ったらすぐわかる。

目が合ったらわかるのと一緒よ（笑）。 
 
（７）教育実践の自由と入試の仕組み 

 
 それから 3 番目に、やはり大事なのは、先

生たちの教育実践の自由です。自由というの

はものすごく大事なんです。自由があるから、

教材や教科書を自由に作っていける。 
 今、検定教科書制度をとっていますけれど

も、それがあったとしても、もっとどんどん

自由に副教材とかを教材として大量に作って

いけばいいと思うんです。教育委員会が管理

するのではなくて、教材開発センター的な役

割をもっと担って、「あの学校で尾木さんたち

がこんな教材作ったよ」「このビデオ面白そう

だよ」などと、全部センターに集まってきて、

相互交流ができて、いいものがどんどんでき

ていく。それをサポートするのが本当は教育

委員会だろうと僕は思うんです。 
 やはり教材などの自由な開発、それからセ

ンター化ということですね。これを進めると

先生たちはすごくたくさん考えるでしょう。 
 教科書検定があってそれに通ったものに従

ってやっていくというのは、時代遅れもはな

はだしいんです。オランダなんて教科書がな

いんだから。教科書を使わない国はたくさん

あります。 
 日本だって江戸時代の寺子屋は、教科書は

幕府の決めたものなんてあるわけないでしょ

う。往来物といいますけれども、だいたい

7,000 種類も使っていたんですよ。師匠が作

る手づくりの教科書も含めれば、7 万とか 8
万とかいわれる数なんです。もともと日本は

個別教育から始まっているんです。今の一斉

主義の団体訓練的な手法ではなくて、もとも

と江戸時代は個別教育だったんです。 
 だいたい全国に 5 万ぐらいの寺子屋があっ

たといわれるでしょう。今の小中学校が 3 万

ですから、いかに多いかということ。人口が

もっと少ないですからね。5,000 万、あるかな

いかでしょう。 
 だから、日本の教育の伝統というのは江戸

時代からものすごいものを持っているんです

よ。それから、戦後の国語の綴り方教育だと

か、いろいろな財産がたくさんあります。こ

れをフルに保存・整理していたら、日本はも

のすごいものができると思います。外国の真
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似をそのままするのではなくて。 
 「教科書検定をなくして」と言ってしまう

と、なくなるまでが長かったりすると、その

間、空白になって、先生方は苦しむんです。

そうではなくて、やれることからまずやって

いく。そして、ああ、教科書いらないな、検

定もいらないんじゃないのとなれば、それに

こしたことはないです。だから、運動論的に

いうと、まずなくしてからというのではなく

て、私たちは成熟した市民ですから、やれる

ことをやっていきましょうと思います。 
 もう一つは、ヨーロッパなんかで言います

と、大学入試をやっている国はほとんどあり

ません。オランダなんかは、医学部も抽選で

す。それで何ら問題も起きない。 
 なぜかというと、これは学力論との関係が

すごくあるんですけれども、日本は一億総学

力を上げようと思って、全国一斉学力テスト

をやったり、さまざまな工夫をしてやってい

るでしょう。これを、あと 1,000 年今の方式

を続けてやっても絶対に学力は上がりません。

だって、理論的にも制度論的にも上がりよう

がないようなものをやっているんです。 
 諸外国はどういう制度かというと、習得主

義なんです。日本は履修さえすればいいんで

す。6 年間学校へ行けば小学校卒業です。3
年間中学校に在籍して、行かなくてもとにか

く卒業なんです。 
 だから、国だとか学校は、A 子ちゃん、B
子ちゃんに学力をつけて卒業させようとは、

本気で思っていません。個々の先生は思って

いるんだけれども、システムから言えば、つ

くわけがない。日本の場合は履修主義とか学

年主義、年齢主義といいます。年齢が来たら

ところてんのように卒業できる。中身は問わ

ない。だけれども、多くの国は習得主義で、

習得したら卒業していく。習得させることに

総力を挙げるんです。 
 だから、大学で入学試験をやらなくても、

学力がついているんです。もちろん 10 点満

点で医学部は 8 点だとか、他の大学は 6 点台

とか、一応の基準がありますけれども、その

子に応じて学力をつけていく。 
 オランダばかりになりますが、この間、テ

レビ番組のロケでオランダの学校を視察させ

てもらったんです。あそこは 3 歳 8 ヵ月ぐら

いで体験入学が始まって、4 歳から小 1 なん

です。ヨーロッパの国はスウェーデンやデン

マークなど 5 歳レベルで入っていて、韓国も

今年から 5 歳なんですね。 
 日本の教育は、何回も言いますけれども、

はっきり言いますと、むちゃくちゃ遅れてい

ます。教育立国で、前はよかったんですけれ

ども、今は本当に最下位の国家になっていま

す。学力の構造度も構造になっていないんで

す。 
 オランダが、どうして試験をやらなくて済

んでしまうのかといったら、高校の卒業認定

資格というのがものすごく厳格なんです。同

じ国語の読解力といっても、詩、論説文、古

文だとか、いろいろなそれぞれに応じた指標

がきめ細かく決まっていて、国語の先生がそ

れをクリアしたか徹底してチェックします。

だから、オランダでは、高校の先生が一番大

変だと思います。日本は高校の先生って、小

中に比べたら結構手を抜いているでしょう。

付属の高校は違いますよ。ものすごい頑張っ

ています。 
 それから例えば、有名なのはフィンランド

ですが、フィンランドは 15 歳で卒業しなく

てもいいよと、1 年ぐらいの猶予があったっ

ていいじゃない、16 歳までいても、勉強した

い子はもっとゆっくり勉強してもいいよとや

ってしまったら、「僕も残る、中学卒業するの

嫌だ、もう 1 年勉強させて」と、70 何％が留

年を希望してしまって、先生が慌ててしまっ

たそうです。そんなに残られたらお金がなく

なってしまいます。 
 それぐらい子どもたちは、卒業することに

意味を感じているのではなく、学びたがって
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いるんですよ。そして、賢くなりたいし、見

通しをつける力など、いろいろなものをつけ

ていきたいと思っているんです。 
 そういう点でいうと、卒業資格認定を重点

的に高校でやるというふうにしていけば、大

学の試験なんか、はっきり言ってやらなくて

もいいんです。 
 だから、日本も 15 年計画ぐらいで、何年

には大学入試を廃止しますというようなビジ

ョンを出してしまって、そして、義務教育段

階からいろいろと整理していけば、日本の教

育は一気に変わります。 
 ただし、あまりにもショックが大きいから、

なるべく下から、義務教育課程から習得主義

に切り替えていくだとか、教材開発の自由を

認めていくというような、できるところから

やっていって、そして、最後の穴を突き破っ

ていく。そういう手法でないと、政治にだけ

依存していくわけにはいかないですね。そん

なふうに思います。我々成熟した市民がやれ

ることをやっていこう。 
 
（８）保護者と生徒の参加制度を 

 
 それから最後、これも世界の常識になって

きているのですが、日本はみじんも進歩して

いません。今、法政の中高あたりで一生懸命

やりはじめて、研究していますけれども、保

護者、生徒の教育・学校運営の参加の問題で

す。三者協議会とか四者協議会とか、いろい

ろな言い方はされていますが、こんなの世界

の常識です。保護者と教員がそれは当然の権

利としてもあるし、そういうふうにしたほう

が学校は楽なんです。隠蔽する必要がないん

ですもの。だって、親御さんたちだって、生

徒たちだって、これでいくと決めたじゃない

か、先生たちだけが悪いわけじゃないよと言

えばいい。つまり、決定した人が皆責任を感

じてくれるから、自己責任感が出てくるわけ

です。だから子どもたちが、運動会やいろい

ろな大事な行事にしても、全部子どもと教員

と保護者の三者で決めていく。 
 変な言い方をすると、そのほうが得なんで

す。そんな進んだ考え方とかではなくてね。

だって、うまくいったら「やっぱり僕が決め

たからだ」と喜ぶでしょう。保護者だって、

「私たちがあれだけ夜 3 回も集まって決めた

だけのことがあったわ」と、すごく喜ばれる。 
 うまくいかなかったとき。これもとても便

利です。「ああ、私たちが決めたけれども、先

生たちの主張をもっと取り入れればよかっ

た」とか「先輩を呼んで聞いていたあの話に

しておけばよかった」とか、こういうふうに

して自己責任感が出てきますから、自分たち

で責任を背負ってくれるんです。そして次、

来年はもっといいものにするよという意欲が

湧いてくるわけです。 
 それを教師が全部やってしまっていたら、

「何だ、今年の学年の先生は駄目じゃないか」

とか「先生たちが全部やってこうなったんじ

ゃん」とか、人の責任にしてしまう。 
 だから、やはり自分で決定し、子どもたち

や保護者も参画してやっていく。いろいろな

やり方があると思いますが、それは国や地域

によっても違います。基本的な理念、方向性

は子どもや保護者参画で学校をつくっていか

なかったら成り立たないですよ。教師だけ頑

張っていけるような時代はとっくに終わって

います。70 年代、80 年代で終わっているの

ではないかと思います。 
 これに対して今、国の動きを見ると、この

間、国家戦略会議というところが 7 つの方針

を出しました。そこで特徴的なのは、例えば、

早期入学で大学へ高校 2 年生から飛び級で入

ったりした子どもたちにも高校卒業資格を与

えましょうというのを今、準備しています。 
 それから、学士力のテストをしましょうと

か、入学してから卒業するまでにどれだけ学

力が大学でつけられたのかをチェックしまし

ょう。そのことによって大学の教員をもっと
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一生懸命やらせたり、学生の学習意欲も上が

るようにしていこう。 
 全国 750の大学の学長にアンケートをとっ

た結果、75％の学長が、自分の大学の学生は

勉強しないと答えています。非常に深刻な数

字です。 
 それから、アメリカの大学生と日本の大学

生の一週間当たりの学習時間の変化で見ると、

日本の学生は一週間で 6 時間以上勉強するよ

うな子は 34％ぐらいしかいない。ほとんど勉

強しないという子が圧倒的に多数です。アメ

リカで、ちょっとしか勉強しないよという子

は 15～16％。 
 これは留学した人が皆感じることですが、

本当に日本の大学生は“幽霊部員”なんです

ね。だから、単位互換制度はどこも日本の大

学は入っていませんけれども、どこかに入ろ

うと思っても入れてくれません。今、世界で

一番大規模なのはボローニャプロセスという、

ヨーロッパを中心に 46 カ国が参加した単位

互換システムがありますが、もうレベルが全

然違います。話にならないですね。 
 だから、秋入学なんかも一つのテーマです。

僕の考えとちょっと違いますが、秋入学なん

かで突破口を開くというのは一つかもしれま

せん。ただ、それがすべてではまったくあり

ません。そんなに甘いものではないです。だ

いたいレベルが低すぎて留学生が日本に来て

くれないでしょう。 
 日本は文科省があって、県の教育委員会が

あって、市の教育委員会があって、学校と、

縦に一本なんですね。これには締め付けがあ

ります。学校評価、教員評価、学校選択の自

由、常に一番末端だけが締め付けられて、掌

握されている。 
 そうではなくて、逆方向の評価制度も入れ

ないと。僕は文科省を解体し教育委員会もい

らないという考えなのですが、そんな極端な

ことを言わなくても、下の人が上の人の評価

ができる。相互評価で、全体をボトムアップ

していくような態勢をとらないと、学校の先

生がものも言えなくなってしまっている。特

に大阪なんかもひどいじゃないですか。10 年

前の東京の姿にそっくりです。 
 先生方も自由にものが言えて、自由な教材

開発ができて、自由に授業がやっていける。

自由をどう保障するかというのが一番大切だ

と思います。 
 時間になりましたので、あまりまとまりま

せんでしたが、終わります。どうもありがと

うございます。（拍手） 
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